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支
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第
一
章 

総
則 

 

（
目
的
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
現
下
の
物
価
の
高
騰
が
国
民
生
活
に
著
し
い
影
響
を
与
え
、
と
り
わ
け
教
育
費
を
は
じ
め
と
す
る
子

育
て
に
関
す
る
経
済
的
負
担
を
増
大
さ
せ
て
お
り
、
こ
れ
に
対
す
る
懸
念
か
ら
子
ど
も
を
安
心
し
て
生
み
、
育
て
る
こ
と
が

で
き
る
社
会
の
実
現
が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
子
育
て
・
若
者
緊
急
支
援
（
現
下
の
物
価
の
高
騰
に
よ
る
影
響
の

緩
和
を
図
る
た
め
、
出
産
及
び
育
児
を
す
る
者
並
び
に
若
者
に
対
し
て
緊
急
に
講
ず
べ
き
経
済
的
支
援
を
い
う
。
）
に
関
す



 

 
 

 

二 

る
施
策
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
全
体
と
し
て
子
育
て
に
関
す
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

 
 
 

第
二
章 

出
産
に
関
す
る
経
済
的
負
担
の
解
消
及
び
軽
減 

第
二
条 
政
府
は
、
当
分
の
間
、
出
産
の
た
め
に
必
要
な
費
用
の
負
担
を
解
消
し
、
及
び
出
産
後
の
健
康
の
確
保
、
乳
児
の
養

育
等
に
必
要
な
費
用
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
必
要
な
財
政
上
の
措
置
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

政
府
は
、
前
項
の
措
置
の
実
施
状
況
を
勘
案
し
つ
つ
、
出
産
の
た
め
に
必
要
な
費
用
の
負
担
に
関
し
、
出
産
に
つ
い
て
健

康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
、
国
民
健
康
保
険
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
そ
の
他
の
法
律

に
基
づ
く
医
療
保
険
制
度
に
よ
る
療
養
の
給
付
を
行
う
こ
と
と
す
る
こ
と
を
含
め
て
検
討
を
加
え
、 

そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
、

必
要
な
法
制
上
の
措
置
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 

第
三
章 

育
児
に
関
す
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
等 

 

（
不
払
養
育
費
の
立
替
払
等
） 

第
三
条 

都
道
府
県
は
、
離
婚
後
に
児
童
を
監
護
し
な
い
親
が
当
該
児
童
の
養
育
に
必
要
な
費
用
と
し
て
負
担
す
べ
き
額
を
当

該
児
童
を
監
護
す
る
親
に
支
払
わ
な
い
場
合
に
お
い
て
、
当
該
児
童
を
監
護
す
る
親
に
対
し
、
当
該
負
担
す
べ
き
額
の
立
替

払
を
す
る
こ
と
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
不
払
養
育
費
の
立
替
払
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
当
該
児
童
の
養
育
に
必
要
な
費



 

 
 

 

三 

用
に
つ
い
て
の
援
助
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

２ 
政
府
は
、
当
分
の
間
、
不
払
養
育
費
の
立
替
払
等
に
関
す
る
事
業
を
実
施
す
る
都
道
府
県
を
支
援
す
る
た
め
に
必
要
な
財

政
上
の
措
置
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

政
府
は
、
都
道
府
県
に
よ
る
不
払
養
育
費
の
立
替
払
等
に
関
す
る
事
業
の
実
施
状
況
等
を
勘
案
し
つ
つ
、
公
的
機
関
に
よ

る
不
払
養
育
費
の
立
替
払
及
び
こ
れ
に
要
し
た
費
用
の
求
償
に
関
す
る
法
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結

果
に
基
づ
い
て
、
必
要
な
法
制
上
の
措
置
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
所
得
制
限
に
よ
り
児
童
手
当
の
特
例
給
付
を
受
け
ら
れ
な
い
者
に
対
す
る
給
付
） 

第
四
条 

政
府
は
、
当
分
の
間
、
児
童
手
当
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
給
付

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
で
あ
っ
て
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
及
び
児
童
手
当
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和

三
年
法
律
第
五
十
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
手
当
法
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
と
す
れ
ば
同
項

に
規
定
す
る
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
る
も
の
に
対
し
、
児
童
手
当
法
附
則
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
給

付
に
相
当
す
る
給
付
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

（
学
校
給
食
の
無
償
化
） 



 

 
 

 

四 

第
五
条 

政
府
は
、
当
分
の
間
、
学
校
給
食
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
学
校
給
食

（
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
（
小
学
校
、
中
学
校
、
義
務
教
育
学
校
、
中
等
教
育
学
校
の
前
期
課
程
又
は
特
別
支
援
学
校
の

小
学
部
若
し
く
は
中
学
部
を
い
う
。
）
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
、
同
法
第
十
一
条
第
二
項
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
に
規
定
す
る
学
校
給
食
費
に
係
る
児
童
又
は
生
徒
の
保
護
者
の
負
担
を
解
消
す
る
た
め
の
財
政
上

の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 

第
四
章 

高
等
教
育
に
関
す
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
等 

 

（
学
資
貸
与
金
の
返
還
を
す
る
者
の
負
担
の
軽
減
） 

第
六
条 

政
府
は
、
当
分
の
間
、
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
九
十
四
号
）
第
十
四
条
第
一

項
に
規
定
す
る
学
資
貸
与
金
に
つ
い
て
、
同
法
第
十
五
条
及
び
第
十
六
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
一
定
の
期
間
、
独
立
行

政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
に
よ
り
、
返
還
の
期
限
の
猶
予
、
利
子
の
免
除
そ
の
他
そ
の
返
還
を
す
る
者
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
の
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
よ
う
、
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
に
対
し
、
財
政
上
の
措
置
そ
の
他

の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
高
等
教
育
の
無
償
化
に
向
け
た
措
置
及
び
学
資
の
支
給
の
拡
充
） 



 

 
 

 

五 

第
七
条 

政
府
は
、
大
学
そ
の
他
の
高
等
教
育
を
行
う
機
関
に
お
け
る
高
等
教
育
を
無
償
と
す
る
こ
と
に
向
け
た
措
置
を
講
ず

る
と
と
も
に
、
当
分
の
間
、
こ
れ
ら
の
機
関
で
修
学
を
す
る
学
生
及
び
生
徒
が
修
学
に
必
要
な
生
活
費
を
確
保
で
き
る
よ
う
、

学
資
と
し
て
支
給
す
る
資
金
の
支
給
対
象
の
拡
大
及
び
支
給
額
の
引
上
げ
に
係
る
措
置
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す

る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  





 

 
 

 

七 

 
 
 
 
 

理 

由 

 

現
下
の
物
価
の
高
騰
が
国
民
生
活
に
著
し
い
影
響
を
与
え
、
と
り
わ
け
教
育
費
を
は
じ
め
と
す
る
子
育
て
に
関
す
る
経
済
的

負
担
を
増
大
さ
せ
て
お
り
、
こ
れ
に
対
す
る
懸
念
か
ら
子
ど
も
を
安
心
し
て
生
み
、
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
が
妨

げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
現
下
の
物
価
の
高
騰
に
よ
る
影
響
の
緩
和
を
図
る
た
め
、
出
産
及
び
育
児
を
す
る
者
並
び
に
若

者
に
対
し
て
緊
急
に
講
ず
べ
き
経
済
的
支
援
に
関
す
る
施
策
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
全
体
と
し
て
子
育
て
に
関
す
る
経

済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 


